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令和２年度　文化芸術による子供育成総合事業
～巡回公演事業～
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能楽堂 嘉祥閣一般財団法人
いっぱんざいだんほうじん

のうがくどう　　　かしょうかく

能楽堂嘉祥閣は京都御所のすぐ近く、京都市の真ん中にある能楽堂です。
昭和３５年より５０年以上にわたって能楽の公演や学校向けのワークショップを行っています。

[１部 ]

１. 始まりのご挨拶とお話 

２. 狂言「柿山伏」実演　 

３. 囃子「獅子」実演 

４. 囃子のリズムに合わせて校歌斉唱  　

５. 囃子の説明　 

６. 小鼓体験　 

７. 狂言「三番三」実演

　～休憩　5分～（学校の休憩時間にあわせて）　 

能「鵺」と狂言「柿山伏」　

[２部 ]  

８. 舞発表

９. お話

１０. 能「鵺」実演

１１. 終わりのご挨拶

  （公演時間：休憩時間を含め 95分）

※なお、新型コロナウィルス感染症対策により

一部内容を変更する場合もあります。

　　　　　　　　　　知ってますか ? ～ 10月 1日は「国際音楽の日」です～
1977年にユネスコの要請で設立された国際音楽評議会という会議で、翌年の 1978年から毎年 10月 1日を、

世界の人々が音楽を通じてお互いに仲良くなり交流を深めていくために「国際音楽の日」とすることにしました。

日本では、1994年から毎年 10月 1日を「国際音楽の日」と定めています。
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能「鵺」
旅の僧（ワキ）が摂津国芦屋の里（兵庫県芦屋市辺）の川辺のお堂に泊まります。すると怪しげな男（前シテ）が

朽ちた舟に乗って来ます。男は昔　天皇を病で悩ませたため源頼政に退治された鵺の亡霊と明かし、川波に消えます。

〈僧が男のことを里人（間狂言）に話す。〉その後、僧が弔うと鵺（後シテ）が現れ、頼政に退治された様子を語り、

月が山を照らす如く自分も照らされて成仏できるように供養を願って姿を消します。

 

狂言「柿山伏」
修行を終えて故郷に帰る山伏は、空腹のあまり途中にある柿の木に登って実を食べます。それを見つけ腹を立てた

柿の木の持ち主は、山伏をからかい、それにより山伏は柿の木から飛び降りることになってしまいます。体を痛め

た山伏が今度は腹を立て、看病せよと祈り、逆襲に出ます。そして…。
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